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●征くシリーズ●取材・執筆／本誌編集部、ネイサン弘子

紅
茶
の
歴
史
を
変
え
た
ブ
ラ
ン
ド
の

成
功
で
生
ま
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

19
世
紀
の
英
国
で
は
、
紅
茶
は
量
り
売

り
が
一
般
的
で
、
中
に
は
粗
悪
品
や
不
純
物

を
混
ぜ
た
茶
葉
が
流
通
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
そ
こ
で
１
８
２
６
年
、
ホ
ー
ニ
マ
ン
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
創
設
者
で
あ
る
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
・
ホ
ー
ニ
マ
ン
の
父
、
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー

ニ
マ
ン
が
、
世
界
初
と
さ
れ
る
密
封
包
装
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
入
り
紅
茶
を
発
売
。
ブ
ラ
ン
ド

名
を
印
刷
し
た
封
印
付
き
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

よ
っ
て
品
質
を
保
証
し
、
消
費
者
の
信
頼
を

獲
得
し
た
。

　

こ
う
し
て
「H

ornim
an’s Tea

」
は
大

ヒ
ッ
ト
し
、
１
８
９
１
年
に
は
世
界
最
大
の

紅
茶
会
社
へ
と
成
長
。
一
家
に
莫
大
な
富
を

も
た
ら
し
た
。

世
界
を
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ヒ
ル
へ

　

家
業
を
継
い
だ
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
は
、
紅
茶

商
人
と
し
て
世
界
各
地
を
訪
れ
る
な
か
で
さ

ま
ざ
ま
な
民
族
や
文
化
に
触
れ
、
や
が
て
各

地
の
美
術
品
や
工
芸
品
を
収
集
す
る
こ
と
に

情
熱
を
注
ぐ
よ
う
に
な
る
。
彼
の
収
集
品
は

ま
た
た
く
間
に
自
宅
や
倉
庫
を
埋
め
尽
く
し

た
が
、
彼
は
そ
れ
ら
を
独
り
占
め
す
る
の
で

は
な
く
「
旅
を
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
い
人
々

に
も
、
世
界
の
多
様
な
文
化
を
見
て
感
じ
て

も
ら
い
た
い
」
と
考
え
、
無
料
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
を
開
設
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。

　

１
８
９
０
年
、
当
時
の
自
宅
を
改
装
し
、

前
身
と
な
る
「
サ
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
を
開
設
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
連
日

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
を
博
し
、
人
々

は
珍
し
い
動
植
物
の
標
本
や
異
国
の
民
族
衣

装
な
ど
に
目
を
見
張
っ
た
。
そ
の
後
、
１
９

０
１
年
に
新
築
さ
れ
た
現
在
の
建
物
へ
移
転

し
、「
ホ
ー
ニ
マ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
＆
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
」
と
し
て
再
開
館
。
そ
の
際
、
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
建
物
は
す
べ
て
公
共
の
た
め

に
寄
贈
さ
れ
た
。

　

の
ち
に
「
ホ
ー
ニ
マ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

＆
ガ
ー
デ
ン
ズ
」
へ
と
改
称
さ
れ
た
同
館
は
、

当
初
は
な
か
っ
た
水
族
館
や
バ
タ
フ
ラ
イ
・

ハ
ウ
ス
、
小
動
物
園
な
ど
を
備
え
た
文
化
施

設
へ
と
発
展
。
２
０
２
２
年
に
は
「
ア
ー
ト

フ
ァ
ン
ド
（A

rt Fund

）」
よ
り
、
年
間
最

ホーニマン・ミュージアム
　　　　＆ガーデンズを征く

■南ロンドンの丘の上、ロンドンの街並みや高層ビル群を一望できる地にある「ホーニマン・
ミュージアム＆ガーデンズ」。「遠い国々を訪れることが叶わなかった人々に自分が目にした素晴
らしい世界を見せたい」――。そう願ったひとりの紅茶商人が建てた博物館は、開館から１世紀以
上の時を経た現在も、人々の好奇心を掻き立て、知識を与え、世界を見せてくれる博物館として、
ロンドン市民に愛され続けている。今号では、遊びと学びが盛りだくさんのこの地を征くことにしよう。
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知的好奇心を刺激する学びと遊びがいっぱい
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優
秀
博
物
館
賞
を
受
賞
し
た
。
今
年
で
開
館

１
２
５
年
、　

創
設
者
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、

「B
ring the w

orld to Forest H
ill

」
の
理
念

の
も
と
、
現
在
も
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ

な
が
ら
進
化
を
続
け
て
い
る
。

見
晴
ら
し
の
い
い
丘
で
過
ご
す
１
日

　

フ
ォ
レ
ス
ト
・
ヒ
ル
の
駅
か
ら
ま
っ
す
ぐ

続
く
坂
道
を
登
り
き
る
手
前
に
あ
る
ホ
ー
ニ

マ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
庭
園
か
ら
は
ロ
ン

ド
ン
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
一
望
で
き
る
。

　

博
物
館
で
世
界
中
の
珍
し
い
品
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
庭
園
で
も
英
国
ら
し
い
美
し
い

バ
ラ
園
か
ら
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
多
肉
植
物

の
ロ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ
ン
ま
で
、
様
々
な
植
物

が
見
ら
れ
る
。

　

動
物
の
標
本
や
剥
製
が
並
ぶ
ナ
チ
ュ
ラ

ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
２
０
２

７
年
初
頭
ま
で
閉
館
中
）、
世
界
中
の
民
族

の
美
術
品
や
工
芸
品
を
集
め
た
ワ
ー
ル
ド
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
楽
器
ば
か
り
集
め
た
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、
盛
り
沢
山
の

内
容
だ
が
、
見
終
わ
る
頃
に
は
疲
労
困
憊
し

て
い
た
…
と
ま
で
は
な
ら
い
な
い
程
度
の
程

よ
い
広
さ
。

　

そ
れ
で
も
動
き
の
な
い
展
示
品
を
見
て
回

る
こ
と
に
飽
き
た
子
ど
も
た
ち
や
、
説
明
を

読
ん
で
目
が
疲
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
人
は
、

地
下
に
あ
る
水
族
館
に
行
っ
て
み
よ
う
。
熱

帯
魚
を
見
て
い
る
だ
け
で
ト
ロ
ピ
カ
ル
な
気

分
に
な
り
、
目
の
疲
れ
も
解
消
さ
れ
る
は
ず
。

庭
園
の
一
角
に
あ
る
バ
タ
フ
ラ
イ
・
ガ
ー
デ

ン
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
れ
ば
、
南
国
の
楽

園
に
い
る
よ
う
だ
。
ア
ニ
マ
ル
・
ウ
ォ
ー
ク

に
い
る
ア
ル
パ
カ
や
ヤ
ギ
、
大
き
な
ウ
サ
ギ

が
の
ん
び
り
草
を
は
む
姿
に
は
、
大
人
も
子

ど
も
も
心
癒
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

身
体
を
動
か
し
た
く
て
う
ず
う
ず
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
は
、
芝
生
を
走
り
回
っ
た
り
、

ミ
ニ
ゴ
ル
フ
を
し
た
り
し
に
、
プ
レ
イ
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
遊
び
に
行
こ
う
。
晴
れ
た
日
は
芝

生
で
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
も
気
持
ち
良
い
。
ま
た
、

園
内
に
は
カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
が
２
ヵ
所

あ
る
の
で
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
。

　

ロ
ン
ド
ン
市
民
の
た
め
、
素
晴
ら
し
き
世

界
へ
の
扉
を
開
け
て
く
れ
る
ホ
ー
ニ
マ
ン
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
＆
ガ
ー
デ
ン
ズ
。
こ
の
夏
、

足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
？

【写真右】世界中の摩訶不思議が詰まったワールド・ギャラリー。発見がたくさん。
【写真上】トロピカルな植物に囲まれたバタフライ・ハウス。湿気が懐かしい。
【写真中】世界中の水辺や水中を再現したミニ水族館。カクレクマノミもいたよ。
【写真下】のんびり雰囲気のアニマル・ウォーク。毛玉のようなウサギがいたよ。
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●1835年、サマセット州ブリッジウォーターで誕生
クエーカー教徒のジョンとアン夫妻の息子として生まる。
父ジョンは茶商人で、イングランド南西部の各地の町で商品を販売して
いた。後に家族はロンドン南部のクロイドンに移住する。
●1850年、14歳で家業に参加
クロイドンのクエーカー教徒の学校を退学。順調に売り上げを伸ばして
いた家業の紅茶会社に入社し、若くしてビジネスを学ぶ。
●1855年、ビジネス絶好調
ヴィクトリア時代、多くの食品が色を鮮やかにするためなどに使用され

ていた化学物質に汚染されていた。当時、数百件に及ぶ食品の検査が実施されたが、ホーニマン家の紅茶ブラン
ド「Horniman’s Tea」は純粋で安全であると公表されたことで、売上を飛躍的に伸ばす。
●1859年、レベッカ・エムスリーと結婚
２人の間にはアニー（1860 年）とエムスリー（1863 年）という２人の子どもが生まれた。
●1860年頃、世界中の工芸品を収集
エジプト、スリランカ、ビルマ、中国、日本、カナダ、米国など世界各地を旅し、「自身の興味をそそるもの、あ
るいは遠い国々を訪れる機会がなかった人々にとって興味深く、有益なもの」を収集しはじめる。
●1888年、家がコレクションであふれかえる
世界中から持ち帰った工芸品や珍品が家の中を占領していた。この状況に耐えかねたフレデリックの妻レベッカ
は「コレクションが去るか、私たちが去るかよ」と言い放つ。
●1890年、ホーニマン・ミュージアムの前身「サリー・ハウス・ミュージアム」開館
9 年間で、50 万人以上の来館者を記録。
●1895年、国会議員に選出
コーンウォールのペンリン・アンド・ファルマス選挙区から自由党所属の国会議員として選出。同党は後に英国
の福祉国家の礎となる福祉改革を導入した。
●1901年、サリー・ハウス・ミュージアムが現在の場所に移転
ホーニマン・ミュージアムとしてリニューアル・オープン。
●1906年、70歳で逝去
3 月 5 日、ロンドンのハイドパーク・テラスにある自宅で息を引き取った。彼は最初の妻レベッカと共にカンバー
ウェル旧墓地に埋葬された。

※ 2026 年８月 16 日現在

Horniman Museum & Gardens
100 London Rd, Forest Hill, London SE23 3PQ

www.horniman.ac.uk
  Forest Hill

【開館時間】	 10:00 ～ 17:30

【庭園開園時間】	 7:15（日& 祝日８:00）～ 20:30

【入場料】
▶博物館・庭園		  …無料
▶水族館		  …大人 £5.70、子ども £3.10
▶バタフライ・ハウス
		  …大人 £8.70、子ども £5.70
▶ Voyage to the Deep
		  …大人 £8.60、子ども £6.20

※ 11 月１日（日）までの期間限定展示

Horniman Gardens Gate.  Horniman Museum and Gardens

稀代 のコレクター
フレデリック・ホーニマン

Frederick Hornimwan


